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泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
（
十
三
）
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
、
八
四
五
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
七
」、
八
五
〇
号
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
八
」
、
八
五
五
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
九
」
、
八
五
七
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
十
」
、
八
六
二
号
（
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
一
）」
、
八
六
七
号
（
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
（
十
二
）」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
傍
点
、
圏
点
は
概
ね
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
「
年
譜
」
●
69頁
上
段
10行
目
初
演
さ
れ
た
。
↓
上
演
さ
れ
た
。
●
77頁
下
段
4行
目
同
日
付
の
「
読
売
新
聞
」
に
、
年
収
額
「
一
三
〇
〇
」
円
と
報
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学
苑
第
八
六
九
号
一
四
～
二
八
（
二
〇
一
三
三
）
じ
ら
れ
た
。
 文
献
63
↓
十
一
月
二
十
八
日
付
の
「
読
売
新
聞
」
に
、
年
収
額
「
一
三
〇
〇
」
円
と
報
じ
ら
れ
た
。
 文
献
63
＊
右
項
目
を
「
十
二
月
」
か
ら
「
十
一
月
」
に
移
す
。
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
甲
辰
三
十
二
歳
九
月
二
十
二
日
よ
り
十
月
十
一
日
ま
で
（
カ
）
、
本
郷
座
二
番
目
狂
言
と
し
て
「
高
野
聖
」（
二
場
）
が
初
演
さ
れ
た
（
幕
開
き
午
後
九
時
）。
配
役
は
、
山
樵
番
作
＝
高
田
実
、
高
野
沙
右
衛
門
宗
朝
＝
藤
澤
浅
二
郎
、
妖
婦
お
艶
＝
河
合
武
雄
、
廃
人
次
太
郎
＝
佐
藤
歳
三
ほ
か
。
本
郷
座
の
表
に
は
、
鏑
木
清
方
筆
の
絵
看
板
（
絹
画
現
豊
川
閣
妙
厳
寺
蔵
）
が
立
て
ら
れ
た
。
二
十
四
日
に
は
小
山
内
八
千
代
が
観
劇
し
、
芹
影
署
名
で
「
本
郷
座
の
菊
月
」
を
「
歌
舞
伎
」（
第
五
十
四
号
、
十
月
十
三
日
発
行
）
に
寄
せ
た
。
鏡
花
は
二
十
八
日
以
前
に
、
斜
汀
を
伴
っ
て
本
郷
座
に
赴
き
、
伊
藤
銀
月
と
同
席
に
な
っ
た
。
 典
拠
1
「
芝
居
だ
よ
り
」
（「
都
新
聞
」
明
治
三
十
七
年
九
月
二
十
四
日
付
三
面
）
本
●
郷
●
座
●
は
一
昨
日
開
場
惣
幕
を
出
は
せ
た
り
一
番
目
の
大
詰
幽
霊
塔
は
頗
る
大
道
具
に
て
脚
色
も
面
白
く
特 こ
とに
新
派
の
大
合
同
と
て
客
請 う
けよ
く
初
日
売
切
の
好
景
况
な
り
し
と
 典
拠
2
「
楽
屋
す
ゞ
め
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
七
年
九
月
二
十
八
日
付
四
面
）
▲
本
郷
座
新
派
合
同
一
座
の
幕
あ
き
時
間
左
の
如
し
一
番
目
「
フ
ラ
ン
チ
コ
［
エ
］
ス
カ
悲
恋
」
序
幕
堀
田
家
、
芳
之
助
居
間
（
午
後
正
四
時
）
二
幕
目
堀
田
家
園
遊
会
（
同
五
時
十
五
分
）
三
幕
目
鞠
下
夫
人
久
香
居
室
、
奥
庭
（
同
五
時
五
十
分
）
四
幕
目
襄
太
郎
書
斎
（
同
七
時
）
大
詰
幽
霊
塔
（
同
八
時
十
分
）
二
番
目
「
高
野
聖
」
女
夫
瀧
（
同
九
時
）
山
中
孤
家
（
同
九
時
四
十
分
）
 典
拠
3
芹
影
「
本
郷
座
の
菊
月
」
（「
歌
舞
伎
」
五
十
四
号
、
明
治
三
十
七
年
十
月
十
三
日
）
二
番
目
の
「
高
野
聖
」
は
好
か
つ
た
の
。
エ
ヽ
さ
う
よ
谷
川
の
処
が
序
幕
で
ね
。
舞
台
の
ず
つ
と
奥
の
処
に
高
く
一
本
橋
が
掛
つ
て
居
て
、
此
処
に
あ
の
女
と
坊
様
が
立
つ
て
る
処
で
開
く
の
よ
。
そ
り
や
ア
思
は
ず
奇
麗
と
言
つ
て
了
つ
た
の
。
河
●
合
●
の
お
つ
や
は
私 わた
く
しな
ん
か
に
や
色
の
名
は
分
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
あ
ア
一
寸
言
つ
て
見
れ
ば
玉
子
色
の
様
な
地
色
に
ね
。
紫
紺
と
何
や
ら
で
破
れ
麻
の
葉
の
形
の
様
だ
つ
て
よ
。
そ
れ
を
ず
つ
と
高
く
し
て
下
か
ら
水
色
の
長
襦
袢
の
出
た
処
は
全 ま
る
で
画
の
様
、
あ
ゝ
帯
は
ね
紫
の
山
繭
の
様
で
し
た
、
中
巾
で
ね
、
夫 そ
れ
を
前
帯
に
し
て
下
げ
髪
よ
。
お
米
を
磨
ぐ
様
子
も
た
し
か
に
女
。
山
家
で
あ
ん
な
女
に
つ
た
ら
随
分
凄
い
に
違
ひ
無
い
と
思
つ
て
よ
。
（
…
）
藤
●
澤
●
の
宗
朝
は
旅
僧
と
は
見
え
な
い
の
よ
。
大
変
に
顔
を
綺
麗
に
し
て
只
々
お
と
な
し
く
振
舞
つ
て
た
の
は
少
し
考
へ
も
の
で
せ
う
。
昔
も
今
も
同
じ
様
な
装
と
は
言
ひ
な
が
ら
、
何
処
に
か
明
治
の
は
明
治
ら
し
く
違
は
な
き
や
な
り
ま
す
ま
い
に
。
此
人
の
は
旧
劇
に
出
る
坊
さ
ん
見
た
い
で
し
た
よ
。
（
…
）
高
●
田
●
の
山
が
つ
番
作
は
雪
袴
と
か
言
ふ
様
な
も
の
を
窄
い
た
形
が
山
家
の
人
ら
し
く
て
好
か
つ
て
よ
。
（
…
）
佐
●
藤
●
の
廃
人
次
太
郎
は
ね
。
原
作
よ
り
は
し
つ
か
り
し
て
ま
し
た
け
れ
ど
、
随
分
気
味
の
悪
い
形
に
出
来
て
よ
。
そ
し
て
声
も
皺
枯
れ
て
た
は
宜
か
つ
た
け
れ
ど
歌
ふ
声
が
涼
し
く
な
か
つ
た
の
は
惜
し
か
つ
た
の
ね
。
あ
の
声
が
好
け
れ
ば
き
つ
と
見
物
も
泣
い
た
に
違
ひ
な
い
の
よ
。
（
…
）
馬
を
潜
る
処
は
少
し
せ
こ
ま
し
く
て
気
の
毒
で
し
た
よ
。
幕
切
の
横
向
の
形
も
荒
れ
果
て
た
堂
に
映
つ
て
美
し
か
つ
た
事
。
此
時
聞
え
る
物
音
も
好
か
つ
て
よ
。
大
分
多
弁
し
や
べ
つ
た
か
ら
も
う
止
し
ま
せ
う
ね
。
聞
き
あ
き
て
、
眠
く
な
つ
た
つ
て
？
ま
ア
。（
九
月
二
十
四
日
見
物
）
 典
拠
4
銀
月
「
高
田
と
伊
井
（
三
）」
（「
萬
朝
報
」
明
治
三
十
七
年
十
月
四
日
付
三
面
）
書
斎
の
場
に
於
け
る
高
田
の
襄
太
郎
は
、
河
合
の
久
香
と
相
俟
つ
て
近
来
の
面
白
い
芝
居
で
あ
つ
た
、
殆
ん
ど
団
菊
両
優
の
舞
台
を
観
る
の
感
が
あ
つ
た
、
自
分
等
と
一
緒
に
観
て
居
た
鏡
花
斜
汀
両
子
の
如
き
は
、
頻
り
に
手
を
拍
ち
声
を
発
し
て
賞
め
称
へ
ら
れ
た
、
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自
分
も
団
菊
歿
後
壮
士
俳
優
に
依
つ
て
こ
ん
な
面
白
い
芝
居
を
観
ら
れ
や
う
と
は
予
期
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
 典
拠
5
「
芝
居
だ
よ
り
」
（「
都
新
聞
」
明
治
三
十
七
年
十
月
五
日
付
三
面
）
▲
本
●
郷
●
座
●
は
来
る
十
一
日
ま
で
打
通
す
と
い
ふ
 注
記

こ
の
本
郷
座
興
行
の
演
目
が
、
当
初
は
藤
澤
浅
二
郎
の
需
め
に
よ
り
書
下
し
た
「
深
沙
大
王
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
番
目
の
松
居
松
葉
作
「
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
カ
の
悲
恋
」
の
幕
数
が
多
く
、
急
遽
「
高
野
聖
」
に
差
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
「
年
譜
」
に
記
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
以
下
を
補
足
し
た
。
終
演
日
を
「
都
新
聞
」
報
（
典
拠
5）
に
よ
り
推
定
し
、
「
年
譜
」
で
開
場
を
「
午
後
四
時
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
一
番
目
の
幕
開
き
で
あ
っ
た
た
め
「
高
野
聖
」
の
そ
れ
に
訂
正
し
（
典
拠
2）、
さ
ら
に
小
山
内
八
千
代
の
観
劇
と
、
一
番
目
の
み
で
「
高
野
聖
」
に
及
ん
で
い
な
い
伊
藤
銀
月
の
劇
評
中
に
、
斜
汀
同
道
の
鏡
花
の
観
劇
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
各
々
を
追
加
し
た
。
観
劇
の
期
日
を
「
二
十
八
日
以
前
」
と
し
た
の
は
、
「
歌
舞
伎
」
の
小
山
内
八
千
代
の
劇
評
と
同
じ
号
に
載
っ
た
鏡
花
の
書
簡
体
の
文
章
「
本
郷
座
の
二
番
目
に
就
て
」
の
末
尾
に
「
九
月
二
十
八
日
」
と
あ
る
た
め
で
あ
る
。
鏡
花
存
命
中
一
回
限
り
だ
っ
た
「
高
野
聖
」
の
上
演
に
関
し
、
そ
の
観
劇
後
に
寄
せ
た
所
感
で
あ
る
右
「
本
郷
座
の
二
番
目
に
就
て
」
中
に
「
両
三
年
前
よ
り
其
下
心
に
て
、
脚
本
体
に
し
た
も
の
も
既
に
出
来
を
り
候
」
云
々
と
あ
る
条
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鏡
花
の
言
葉
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
小
説
発
表
（
明
治
三
十
三
年
）
後
、
程
な
い
明
治
三
十
四
、
五
年
ご
ろ
に
は
「
脚
本
体
に
し
た
も
の
」
を
調
え
、
上
演
を
庶
幾
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
こ
の
脚
本
に
つ
い
て
は
、
鏡
花
の
著
作
目
録
作
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
大
信
田
落
花
「
鏡
花
全
集
に
洩
れ
た
作
品
其
他
」
（
「
書
物
展
望
」
一
巻
四
号
、
昭
和
六
年
十
月
一
日
）
中
の
「
脚
本
高
野
聖
」
の
項
に
、
之
は
明
治
三
十
七
年
九
月
高
田
藤
澤
河
合
一
座
で
、
本
郷
座
に
上
演
の
た
め
に
、
鏡
花
氏
が
特
に
筆
を
執
つ
た
も
の
で
、
印
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
故
高
田
実
が
所
蔵
し
て
居
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
稿
本
が
果
し
て
今
も
尚
現
存
し
て
ゐ
る
か
如
何
か
、
何
し
ろ
鏡
花
氏
の
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
儘
に
な
つ
た
の
が
惜
し
い
、
こ
の
事
は
私
が
喜
多
村
緑
郎
丈
か
ら
直
接
に
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
の
記
載
が
あ
る
。
喜
多
村
か
ら
の
聞
書
で
あ
る
が
、
先
の
鏡
花
の
言
葉
を
裏
書
き
す
る
。
原
作
者
の
側
に
こ
う
し
た
「
脚
本
体
」
の
用
意
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
「
深
沙
大
王
」
か
ら
の
急
遽
の
差
替
え
に
即
応
で
き
た
理
由
も
肯
か
れ
る
の
で
あ
る
。
典
拠
2の
幕
開
き
時
間
に
よ
る
と
、
一
番
目
「
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
カ
の
悲
恋
」
は
四
時
間
あ
ま
り
、
「
高
野
聖
」
は
一
時
間
乃
至
一
時
間
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
に
も
短
い
上
演
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
庚
申
四
十
八
歳
十
二
月
二
十
八
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、
映
画
「
飾
砂
子
」
（
大
正
活
映
製
作
、
三
巻
）
が
帝
国
劇
場
経
営
丸
の
内
有
楽
座
で
封
切
ら
れ
た
。
監
督
＝
栗
原
喜
三
郎
、
撮
影
＝
稲
見
興
美
、
舞
台
主
任
＝
尾
崎
庄
太
郎
、
配
役
は
、
尾
上
橘
之
助
＝
岡
田
時
彦
、
菊
枝
＝
上
山
珊
瑚
、
船
頭
七
兵
衛
＝
中
尾
鉄
郎
、
小
僧
彌
七
＝
神
部
光
男
、
お
縫
＝
豊
田
由
良
子
、
菊
枝
の
父
＝
長
谷
川
清
、
菊
枝
の
母
＝
長
谷
川
夫
人
ほ
か
。
各
紙
（
「
都
新
聞
」
二
十
七
日
付
、
「
東
京
朝
日
新
聞
」
二
十
八
日
付
）
に
は
「
大
正
活
映
特
別
短
期
提
供
」
「
泉
鏡
花
氏
原
作
／
谷
崎
潤
一
郎
氏
脚
色
／
栗
原
ト
ー
マ
ス
氏
監
督
」
と
の
広
告
が
載
っ
た
。
本
作
は
こ
の
後
、
翌
年
一
月
二
十
日
か
ら
千
代
田
館
（
浅
草
公
園
）、
二
月
十
二
日
か
ら
武
蔵
野
館
（
新
宿
）
な
ど
、
大
正
活
映
の
直
営
館
に
巡
回
し
た
。
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 注
記

新
聞
の
広
告
に
よ
り
、
「
飾
砂
子
」
は
有
楽
座
で
「
短
期
提
供
」
の
封
切
を
し
た
あ
と
、
市
内
の
直
営
館
へ
巡
回
し
た
こ
と
が
判
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
生
れ
の
淀
川
長
治
は
数
え
十
二
歳
の
時
、
神
戸
で
本
作
を
観
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
（
『
淀
川
長
治
自
伝
』
上
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
年
六
月
二
十
日
）、
東
京
市
内
の
あ
と
さ
ら
に
地
方
へ
と
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
「
ア
マ
チ
ユ
ア
楽
部
」
は
大
正
九
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
、
ま
た
こ
れ
に
続
く
「
蛇
性
の
婬
」
は
十
年
九
月
六
日
か
ら
十
日
ま
で
、
同
じ
く
「
短
期
提
供
」
を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
興
行
形
態
が
大
正
活
映
に
固
有
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
今
後
調
査
を
要
す
る
。
田
中
純
一
郎
（
『
秘
録
日
本
の
活
動
写
真
』
ワ
イ
ズ
出
版
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
は
、
「
ま
だ
直
営
封
切
館
を
持
た
な
い
頃
の
大
活
は
、
輸
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
披
露
宣
伝
を
か
ね
て
、
東
京
は
丸
の
内
有
楽
座
、
大
阪
は
中
ノ
島
公
会
堂
で
公
開
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
中
ノ
島
公
会
堂
で
の
公
開
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
興
行
形
態
以
外
で
は
、
岡
部
龍
編
『
日
本
映
画
史
素
稿
8
資
料
帰
山
教
正
と
ト
ー
マ
ス
栗
原
の
業
跡
』
（
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
〔
刊
行
日
記
載
な
し
〕
）
中
の
「
大
活
栗
原
作
品
記
録
」
に
拠
っ
て
、
配
役
に
お
縫
、
菊
枝
の
父
母
の
俳
優
名
を
補
っ
た
。大
正
活
映
株
式
会
社
は
『
世
界
映
画
俳
優
名
鑑
』
（
キ
ネ
マ
同
好
会
、
大
正
十
一
年
八
月
十
五
日
）
に
、
東
京
市
京
橋
区
松
屋
町
一
丁
目
八
番
地
（
電
話
特
長
二
六
二
七
番
）
大
正
九
年
五
月
一
日
創
立
、
資
本
金
二
十
万
円
の
株
式
会
社
で
あ
つ
た
が
大
正
十
年
八
月
資
本
金
百
五
十
万
円
に
増
資
し
た
。
現
社
長
浅
野
良
三
氏
、
常
務
取
締
役
志
茂
成
保
氏
、
中
谷
義
一
郎
氏
、
岩
崎
昌
氏
。
営
業
は
映
画
の
製
作
輸
出
入
、
常
設
館
の
経
営
興
行
、
映
画
の
貸
附
等
及
シ
ン
プ
レ
ツ
ク
ス
映
写
機
、
ハ
ウ
エ
ル
会
社
製
品
の
日
本
一
手
販
売
権
所
有
、
撮
影
所
は
横
浜
市
山
手
町
七
十
七
番
地
に
あ
る
が
目
下
閉
鎖
。
出
張
所
を
大
阪
市
北
区
梅
ケ
枝
町
、
九
州
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典拠1 有楽座広告（「都新聞」大正九年十二月二十七日付一面）
典拠3 武蔵野館広告（「東京朝日新聞」大正十年二月十二日付七面）
典拠2 千代田館広告（「東京朝日新聞」大正十年一月二十日付七面）
福
岡
市
、
北
海
道
札
幌
区
、
北
米
紐
育
市
、
同
桑
港
市
に
置
く
。
と
出
て
い
る
が
、
本
書
の
出
た
翌
月
九
月
に
松
竹
キ
ネ
マ
へ
合
併
吸
収
さ
れ
た
。
社
長
の
浅
野
良
三
は
東
洋
汽
船
の
浅
野
総
一
郎
の
息
で
あ
り
、
従
来
の
見
世
物
興
行
師
に
よ
る
経
営
で
は
な
く
、
一
流
経
済
人
の
出
資
を
得
て
、
高
い
文
化
性
と
明
朗
な
経
営
を
め
ざ
し
た
が
、
直
営
館
の
興
行
収
入
が
振
る
わ
ず
、
創
立
二
年
余
り
で
松
竹
映
画
に
膝
を
屈
し
た
の
で
あ
る
。
監
督
の
栗
原
ト
ー
マ
ス
（
新
聞
の
表
記
に
従
う
）
は
、
本
名
喜
三
郎
、
明
治
十
八
年
一
月
二
十
四
日
、
神
奈
川
県
中
郡
西
秦
野
村
千
村
一
〇
一
〇
番
地
生
れ
。
三
十
五
年
に
渡
米
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ト
ー
マ
ス
ハ
ー
パ
ー
イ
ン
ス
（
T
h
o
m
a
s
H
a
rp
er
In
ce
1882
1924）
の
傘
下
に
入
っ
た
縁
で
「
ト
ー
マ
ス
」
を
名
乗
っ
た
が
、
大
正
七
年
四
月
在
米
十
六
年
に
し
て
帰
国
。
そ
の
後
日
米
両
国
を
往
復
し
な
が
ら
、
九
年
五
月
の
大
正
活
映
創
立
に
際
し
、
製
作
責
任
者
と
し
て
加
わ
り
、
文
芸
顧
問
谷
崎
潤
一
郎
の
援
け
を
得
て
、
「
ア
マ
チ
ユ
ア
楽
部
」
「
雛
祭
の
夜
」
「
蛇
性
の
婬
」
等
の
純
映
画
劇
を
世
に
送
っ
た
が
、
宿
痾
の
肺
患
の
た
め
、
十
五
年
九
月
八
日
横
浜
市
本
牧
で
死
去
、
享
年
四
十
二
（
以
上
、
服
部
宏
『
ト
ー
マ
ス
栗
原
日
本
映
画
の
革
命
児
』
夢
工
房
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
、
を
参
照
）。
典
拠
の
広
告
に
は
谷
崎
潤
一
郎
の
「
脚
色
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
栗
原
の
追
悼
文
で
は
「
「
飾
砂
子
」
の
如
き
に
至
つ
て
は
、
私
が
単
に
原
作
を
読
ま
せ
、
ざ
つ
と
し
た
注
文
を
出
し
た
だ
け
で
、
始
め
か
ら
君
が
脚
色
し
た
」
（「
栗
原
ト
ー
マ
ス
君
の
こ
と
」「
映
画
時
代
」
一
巻
五
号
、
大
正
十
五
年
十
一
月
一
日
）
と
述
べ
て
い
る
し
、
前
記
淀
川
長
治
は
「
文
芸
顧
問
と
し
て
、
こ
れ
を
映
画
化
し
よ
う
と
選
ん
だ
け
ど
、
シ
ナ
リ
オ
は
書
か
な
か
っ
た
」
「
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
は
シ
ナ
リ
オ
な
し
に
や
っ
た
っ
て
。
そ
う
い
う
こ
と
を
谷
崎
さ
ん
自
身
か
ら
聞
い
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
（
淀
川
長
治
山
田
宏
一
『
映
画
は
語
る
』
中
央
公
論
新
社
、
平
成
十
一
年
四
月
七
日
）。
そ
の
出
来
に
関
し
て
は
、
谷
崎
が
「
「
飾
砂
子
」
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
泉
鏡
花
さ
ん
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
殆
ど
映
画
と
い
ふ
も
の
を
見
ら
れ
な
い
あ
の
ひ
と
が
ご
覧
に
な
つ
て
、
大
変
結
構
で
す
と
賞
め
て
も
ら
つ
た
ぐ
ら
ゐ
だ
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
も
た
く
さ
ん
映
画
化
さ
れ
て
ゐ
る
あ
の
ひ
と
の
も
の
の
な
か
で
も
、
い
ま
で
も
映
画
と
し
て
は
一
番
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
て
ゐ
る
。
」
（
「
映
画
へ
の
感
想
」
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
十
四
巻
一
号
春
の
映
画
号
昭
和
十
年
四
月
一
日
）
と
、
原
作
者
鏡
花
の
評
価
と
み
ず
か
ら
の
自
信
を
示
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
。フ
ィ
ル
ム
の
所
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
淀
川
は
そ
の
一
部
始
終
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
お
り
、
場
面
の
様
態
を
繰
返
し
語
っ
て
い
る
し
（
前
記
『
淀
川
長
治
自
伝
』
下
、
『
映
画
は
語
る
』
）、
淀
川
以
外
に
、
有
楽
座
の
上
映
を
観
た
田
中
栄
三
の
岡
田
時
彦
追
悼
文
「
岡
田
時
彦
君
を
憶
ふ
」
（
「
映
画
之
友
」
一
巻
九
号
、
昭
和
十
六
年
九
月
一
日
）
中
の
「
「
飾
砂
子
」
と
彼
の
宿
命
」
が
あ
る
。
現
存
す
る
ス
チ
ー
ル
写
真
数
葉
は
諸
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
記
『
ト
ー
マ
ス
栗
原
』
に
は
、
撮
影
現
場
で
演
出
指
導
す
る
栗
原
の
姿
を
写
し
た
一
葉
（
川
喜
多
記
念
映
画
文
化
財
団
所
蔵
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
映
の
千
代
田
館
は
、
土
田
写
真
館
と
光
明
館
を
買
収
し
て
、
明
治
四
十
四
年
に
創
立
、
間
口
三
間
奥
行
十
一
間
で
、
大
正
五
年
ご
ろ
は
日
活
特
約
の
尾
上
松
之
助
主
演
旧
劇
専
門
の
活
動
写
真
館
で
あ
っ
た
（
米
山
蟻
兄
「
浅
草
公
園
観
せ
物
総
	り
」
「
新
演
芸
」
一
巻
三
号
、
大
正
五
年
五
月
一
日
）。
大
活
直
営
と
な
っ
た
時
期
は
判
ら
な
い
。
新
宿
武
蔵
野
館
は
、
大
正
九
年
六
月
三
十
日
、
市
電
新
宿
終
点
の
淀
橋
区
角
筈
一
ノ
一
（
そ
の
後
三
越
百
貨
店
新
宿
店
と
な
る
）
に
三
階
建
（
木
骨
鉄
網
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
六
〇
坪
）
で
開
館
、
当
初
は
国
際
活
映
系
邦
画
と
洋
画
の
上
映
館
だ
っ
た
が
、
同
年
九
月
か
ら
大
活
系
洋
画
を
加
え
、
翌
十
年
二
月
、
こ
の
「
飾
砂
子
」
の
次
の
興
行
か
ら
大
正
活
映
の
洋
画
専
門
館
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
新
作
を
ま
ず
浅
草
の
千
代
田
館
で
封
切
っ
た
の
ち
の
セ
カ
ン
ド
ラ
ン
（
二
番
館
）
で
あ
る
。
の
ち
昭
和
三
年
十
二
月
に
新
宿
駅
寄
り
の
現
在
地
（
地
番
は
同
じ
）
に
新
築
移
転
し
た
（
以
上
、
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
編
『
キ
ネ
マ
の
楽
し
み
～
新
宿
武
蔵
野
館
の
黄
金
時
代
～
』
新
宿
区
教
育
委
員
会
、
平
成
四
年
二
月
〔
刊
行
日
記
載
な
し
〕
に
拠
る
）。
―18―
［
新
た
な
項
目
］
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申
三
十
六
歳
十
一
月
九
日
付
「
東
京
二
六
新
聞
」
（
四
面
）
掲
載
「
森
外
氏
の
「
芸
術
院
」
設
立
建
議
案
」
の
「
外
氏
が
推
薦
す
る
人
々
」
の
中
に
鏡
花
の
名
が
あ
っ
た
。
 典
拠

「
二
六
消
息
」
（「
東
京
二
六
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
十
一
月
九
日
付
四
面
）
△
森
外
氏
の
「
芸
術
院
」
設
立
建
議
案
森
外
氏
が
文
部
大
臣
に
、
「
芸
術
院
」
設
立
の
建
議
案
を
呈
出
す
る
相
だ
。
其
理
由
は
、
日
本
の
社
会
が
堕
落
し
た
の
は
、
社
会
の
主
脳
と
な
る
べ
き
部
分
に
芸
術
家
が
無
い
か
ら
で
あ
る
宜
し
く
外
国
の
例
に
倣
つ
て
、
「
芸
術
院
」
を
興
し
、
是
れ
を
風
教
の
基
と
す
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
の
だ
相
だ
。
而
し
て
其
「
芸
術
院
」
に
外
氏
が
推
薦
す
る
人
々
に
は
、
第
一
、
抒
情
詩
家
に
は
薄
田
泣
菫
、
高
濱
虚
子
、
蒲
原
有
明
、
河
東
碧
梧
桐
、
岡
野
知
十
等
諸
氏
。
第
二
小
説
家
、
夏
目
漱
石
、
幸
田
露
伴
、
泉
鏡
花
、
小
栗
風
葉
、
小
杉
天
外
、
小
山
内
薫
等
諸
氏
其
他
各
方
面
の
人
々
約
五
十
人
位
で
あ
る
と
云
ふ
。
 注
記

本
項
は
、
和
田
利
夫
『
明
治
文
芸
院
始
末
記
』
（
筑
摩
書
房
、
平
成
元
年
十
二
月
十
五
日
）
の
第
十
二
章
「
外
の
「
仮
名
遣
意
見
」 、
な
ら
び
に
文
芸
院
建
議
案
」
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
翌
十
二
月
十
四
日
付
「
報
知
新
聞
」
（
一
面
）
掲
載
の
「
文
壇
の
一
問
題
森
外
氏
と
文
芸
院
」
で
も
、
外
の
選
定
し
た
検
閲
委
員
（
文
芸
院
会
員
）
と
し
て
、
広
津
柳
浪
、
小
栗
風
葉
、
巌
谷
小
波
、
徳
田
秋
聲
、
田
山
花
袋
、
高
濱
虚
子
、
真
山
青
果
、
正
宗
白
鳥
と
と
も
に
鏡
花
の
名
が
挙
っ
て
い
る
。
こ
の
前
後
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
右
の
和
田
著
に
委
細
を
盡
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌
三
十
八
歳
七
月
二
日
よ
り
十
二
日
ま
で
、
京
都
明
治
座
で
「
湯
島
詣
」
に
「
三
枚
続
」
を
綯
交
ぜ
に
し
た
「
草
枕
」
（
六
幕
、
午
後
五
時
開
幕
）
が
上
演
さ
れ
た
。
配
役
は
、
喜
多
川
譲
＝
静
間
小
次
郎
、
芸
妓
千
代
香
＝
山
田
九
州
男
、
芸
妓
蔦
吉
＝
松
山
操
、
三
遊
亭
円
輔
＝
篠
塚
太
郎
、
下
剃
長
松
＝
英
太
郎
、
辰
床
職
人
文
吉
＝
小
織
桂
一
郎
、
蛇
の
目
鮨
金
次
＝
福
井
茂
兵
衛
、
新
聞
記
者
龍
田
健
吉
＝
大
井
新
太
郎
、
家
令
中
山
権
之
進
＝
金
泉
丑
太
郎
、
子
爵
喜
多
川
久
男
後
に
小
栗
久
男
＝
秋
月
桂
太
郎
ほ
か
。
さ
ら
に
こ
の
劇
は
、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
京
都
岩
神
座
で
「
夏
木
立
」
（
同
上
）
と
改
題
の
う
え
上
演
さ
れ
た
。
 典
拠
1
「
た
の
し
み
」
（「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
明
治
四
十
三
年
七
月
一
日
付
二
面
）
明
治
座
は
又
も
一
日
延
期
し
て
二
日
初
日
と
改
ま
る
、「
草
枕
」
の
役
割
は
喜
多
川
譲
（
静
間
）
芸
妓
千
代
香
（
山
田
）
孫
お
光
（
丸
山
）
芸
妓
蔦
吉
（
松
山
）
三
遊
亭
円
輔
（
篠
塚
）
悪
婆
お
市
（
辰
見
）
雇
婆
お
長
（
竹
川
）
芸
妓
お
も
ち
や
（
小
中
村
）
同
小
仙
（
高
部
）
同
才
三
（
末
吉
）
床
屋
辰
蔵
（
岡
本
）
遊
人
久
太
（
安
藤
）
同
仙
吉
（
太
田
）
巡
査
吉
岡
富
十
郎
（
矢
野
）
紳
士
樫
野
加
多
蔵
（
秋
山
）
下
剃
長
松
（
英
）
辰
床
職
人
文
吉
（
小
織
）
蛇
の
目
鮨
金
次
（
福
井
）
新
聞
記
者
龍
田
健
吉
（
大
井
）
家
令
中
山
権
之
進
（
金
泉
）
子
爵
喜
多
川
久
男
後
に
小
栗
久
男
（
秋
月
）

典
拠
2
「
明
治
座
ス
ケ
ツ
チ
」
（
「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
七
月
四
日
付
五
面
）
＊
ス
ケ
ッ
チ
の
引
用
を
省
く
。
久
し
ぶ
り
で
新
派
の
大
一
座
『
く
さ
ま
く
ら
』
と
い
ふ
大
甘
物
鏡
花
氏
の
湯
島
詣
と
二
枚
つ
ゞ
き
を
つ
ぎ
あ
は
せ
其
外
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
ゴ
ツ
チ
ヤ
に
し
て
場
あ
た
り
沢
山
の
筋
の
通
つ
た
様
な
通
ら
ぬ
様
な
芝
居
で
あ
る
評
は
本
職
の
人
に
ゆ
づ
る
が
近
頃
の
新
派
は
兎
も
す
れ
ば
女
役
の
研
究
も
の
ば
か
り
今
度
の
も
の
も
山
田
の
千
代
香
が
ま
づ
御
く
ろ
う
と
申
す
べ
き
も
の
だ
道
具
の
方
は
中
々
入
念
明
治
座
と
し
て
は
近
来
の
や
り
方
だ
ら
う
（
ろ
）
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
典
拠
3
「
祭
月
興
行
一
／
▲
明
治
座
の
「
草
枕
」 」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
明
治
四
十
三
年
七
月
七
日
付
三
面
）
◎
「
草
枕
」
と
銘
打
つ
た
る
は
「
三
枚
襲
ね
」
と
「
湯
島
詣
」
を
一
丸
に
し
た
る
骨
子
に
肉
を
着
せ
た
る
ド
タ
バ
タ
劇
、
序
と
大
詰
は
社
寺
の
境
内
で
、
中
は
殆
ど
芸
者
屋
と
待
合
、
場
面
の
変
化
は
少
さ
う
で
ゐ
て
そ
し
て
中
々
多
い
、
場
毎
に
一
ッ
二
ッ
の
喧
嘩
は
あ
つ
て
、
夏
祭
幾
分
か
鍍
金
め
つ
き
し
て
あ
る
。
（
…
）
◎
山
●
田
●
の
千
代
香
狂
態
は
研
究
を
積
ん
だ
と
い
ふ
、
自
ら
胸
を
割
い
て
の
狂
中
の
臨
終
は
一
寸
工
夫
は
し
て
ゐ
る
や
う
だ
静
●
間
●
は
損
な
役
で
、
英
●
の
下
剃
は
一
寸
出
る
ば
か
り
だ
が
あ
ん
な
の
が
あ
る
と
罪
な
し
に
喜
ば
れ
る
は
徳
、
辰
●
見
●
は
扮
装
で
成
功
し
て
大
●
井
●
は
調
子
で
活
き
る
。
見
て
ゐ
て
凉
し
く
肩
の
凝
ら
ぬ
代
り
に
、
道
具
は
今
度
は
馬
鹿
に
凝
つ
て
ゐ
て
、
凉
し
さ
う
な
拵
へ
で
あ
る
。
 典
拠
4
「
演
芸
」
（「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
七
月
十
三
日
付
七
面
）
明
●
治
●
座
●
は
昨
夜
限
り
打
揚
た
る
が
次
興
行
は
一
座
を
二
分
し
て
静
間
福
井
金
泉
等
は
同
座
に
居
残
り
て
狂
言
「
波
の
鼓
」
を
秋
月
小
織
山
田
は
分
離
し
て
岩
●
神
●
座
●
に
立
籠
つ
て
「
夏
木
立
」
を
演
ず
る
こ
と
に
決
定
し
た
る
が
何
れ
も
初
日
は
十
五
日
 典
拠
5
「
た
の
し
み
」
（「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
明
治
四
十
三
年
七
月
十
五
日
付
三
面
）
▲
岩
神
座
は
片
割
れ
の
小
織
、
秋
月
、
山
田
等
の
一
座
で
「
湯
島
詣
」
を
塗
り
か
へ
た
「
夏
木
立
」
で
同
日
午
後
か
ら
開
場
（
初
日
半
額
）
す
る
、
重 お
もな
る
役
割
は
辰
床
文
吉
（
小
織
）
芸
妓
千
代
香
（
山
田
）
妹
お
光
（
丸
山
）
同
蔦
吉
（
松
山
）
喜
多
川
龍
子
（
河
村
）
家
令
中
山
（
矢
野
）
蛇
の
目
鮨
金
次
（
秋
山
）
龍
田
健
吉
（
大
井
）
喜
多
川
譲
（
高
部
）
喜
多
川
久
男
（
秋
月
）
 典
拠
6
「
た
の
し
み
」
（「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
二
日
付
三
面
）
岩
神
座
は
次
興
行
の
都
合
で
二
十
一
日
限
り
打
上
げ
た
 注
記

本
項
は
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
』
（
八
木
書
店
、
平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
）
に
典
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
「
京
都
日
出
新
聞
」
「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
に
基
づ
い
て
立
項
し
た
。
役
名
に
神
月
梓
、
蝶
吉
の
無
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
判
る
と
お
り
、
「
草
枕
」
の
元
に
な
っ
た
の
は
「
湯
島
詣
」
と
い
う
よ
り
も
、
こ
れ
を
小
島
孤
舟
が
改
作
し
た
「
み
じ
か
夜
」
（
明
治
四
十
一
年
六
月
本
郷
座
）
で
あ
ろ
う
。
同
作
の
あ
ら
す
じ
（
清
郎
「
み
じ
か
夜
」
「
演
芸
画
報
」
二
年
七
号
、
明
治
四
十
一
年
七
月
一
日
）
を
参
照
す
れ
ば
、
「
み
じ
か
夜
」
の
子
爵
北
上
融
北
上
久
男
（
小
栗
久
男
）
芸
妓
米
香
と
「
草
枕
」
の
子
爵
喜
多
川
譲
喜
多
川
久
男
（
小
栗
久
男
）
芸
妓
千
代
香
を
は
じ
め
、
多
く
の
役
が
対
応
し
、
「
み
じ
か
夜
」
で
久
男
役
の
秋
月
桂
太
郎
は
「
草
枕
」
で
も
同
役
を
演
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
役
の
秋
月
を
中
心
に
改
題
再
演
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。綯
交
ぜ
に
し
た
一
方
の
「
三
枚
続
」
は
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
連
載
（
明
治
三
十
三
年
八
月
九
月
）
の
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
聞
報
で
「
二
枚
つ
ゞ
き
」
（
典
拠
2）、
「
三
枚
襲
ね
」
（
典
拠
3）
な
ど
と
誤
記
さ
れ
て
お
り
、
周
知
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
「
三
枚
続
」
の
紋
床
の
愛
吉
に
当
る
「
草
枕
」
の
辰
床
の
文
吉
は
、
千
代
香
の
妹
芸
妓
お
光
の
情
夫
で
、
千
代
香
の
危
難
を
救
い
、
金
次
以
下
の
悪
党
を
刺
す
役
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
草
枕
」
は
「
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
ゴ
ツ
チ
ヤ
に
し
て
場
あ
た
り
沢
山
」
（
典
拠
2）
の
芝
居
な
が
ら
、「
江
戸
前
の
張
り
あ
る
芸
妓
の
達
引
と
温
厚
な
る
紳
士
と
の
恋
の
情
味
を
描
き
た
る
も
の
」
（
「
演
芸
」
欄
、
典
拠
2と
同
紙
面
）
で
あ
り
、
「
山
田
が
扮
す
る
芸
妓
千
代
香
の
狂
女
は
優
が
非
常
に
苦
心
し
て
研
究
せ
し
も
の
に
て
喜
多
村
以
外
に
新
ら
し
き
描
写
を
為
す
と
い
ふ
」
（
「
演
芸
」
「
京
都
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
七
月
三
日
付
九
面
）
と
伝
え
ら
れ
た
山
田
九
州
男
の
評
価
の
高
い
劇
で
あ
っ
た
。
「
み
じ
か
夜
」
に
始
ま
っ
た
「
湯
島
詣
」
の
「
塗
り
か
へ
」
（
典
拠
5の
言
葉
）
は
、
こ
の
「
草
枕
」
「
夏
木
立
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
正
に
入
っ
て
五
年
十
月
の
演
伎
座
興
行
「
心
中
女
夫
め
を
と
星 ぼ
し
」
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（
十
場
、
井
上
正
夫
の
綾
小
路
省
吾
、
秋
元
菊
彌
の
芸
妓
君
香
）
は
、
「
草
枕
」
同
様
、
「
み
じ
か
夜
」
に
「
三
枚
続
」
を
綯
交
ぜ
て
、
こ
れ
を
連
鎖
劇
の
ス
タ
イ
ル
で
上
演
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
降
も
上
演
を
重
ね
（
大
正
六
年
三
月
真
砂
座
、
七
年
三
月
中
央
劇
場
、
同
年
七
月
本
郷
座
、
八
年
八
月
神
田
劇
場
、
十
三
年
十
一
月
京
都
座
等
）、
さ
ら
に
「
紅
行
燈
」
（
大
正
十
三
年
一
月
大
阪
角
座
）
と
も
改
題
上
演
さ
れ
る
な
ど
（
花
柳
章
太
郎
「
湯
島
界
隈
技
道
遍
路
（
第
二
十
四
回
）」
「
演
劇
新
派
」
六
巻
七
号
、
昭
和
十
三
年
七
月
十
五
日
）、
演
者
と
場
所
を
替
え
な
が
ら
脈
々
と
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
塗
り
か
へ
」
の
系
譜
も
ま
た
、
新
派
の
「
鏡
花
も
の
」
に
加
え
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「
湯
島
詣
」
の
初
演
は
明
治
三
十
九
年
九
月
の
大
阪
朝
日
座
興
行
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
に
出
演
の
秋
月
桂
太
郎
、
小
織
桂
一
郎
、
福
井
茂
兵
衛
、
山
田
九
州
男
ら
は
、
そ
の
ま
ま
「
草
枕
」
の
出
演
者
で
あ
っ
て
、「
塗
り
か
へ
」
に
は
必
然
性
が
あ
っ
た
。
以
後
、
明
治
期
の
「
湯
島
詣
」
上
演
で
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
る
の
は
、
三
十
九
年
十
月
名
古
屋
音
羽
座
、
四
十
年
二
月
神
戸
大
黒
座
、
同
年
三
月
大
阪
繁
栄
座
、
四
十
二
年
七
月
京
都
末
広
座
、
同
年
十
月
大
阪
本
町
座
、
同
年
十
二
月
常
盤
座
、
四
十
三
年
二
月
大
阪
春
日
座
、
同
年
十
一
月
大
阪
天
満
座
、
の
八
回
を
数
え
、
「
「
湯
島
詣
」
の
上
演
は
そ
う
多
く
な
い
」
（
越
智
治
雄
「
泉
鏡
花
の
「
か
き
ぬ
き
」 」
東
京
大
学
教
養
学
部
「
人
文
科
学
科
紀
要
」
六
十
七
輯
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
四
日
）、
と
は
必
ず
し
も
言
い
が
た
い
回
数
で
あ
る
。
う
ち
七
回
が
京
阪
神
と
名
古
屋
で
あ
り
、
東
京
で
の
興
行
が
常
盤
座
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
理
由
は
分
明
で
な
い
。
こ
の
他
、
地
方
興
行
で
は
大
正
五
年
九
月
満
州
大
連
歌
舞
伎
座
公
演
（
喜
多
村
緑
郎
一
座
の
下
回
り
、
染
井
、
山
本
、
高
濱
等
の
出
演
）
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
「
湯
島
詣
」
が
明
治
末
以
降
、
昭
和
十
三
年
七
月
の
歌
舞
伎
座
興
行
ま
で
中
央
で
の
上
場
を
見
ず
、
こ
の
か
ん
の
大
正
期
に
上
演
の
途
絶
え
て
い
る
の
は
、
た
ん
に
新
派
の
落
不
振
期
と
い
う
理
由
ば
か
り
で
は
な
く
、
先
の
「
塗
り
か
へ
」
の
一
つ
「
心
中
女
夫
星
」
の
上
演
が
継
続
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
、
地
方
興
行
の
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑
四
十
一
歳
五
月
二
日
よ
り
十
三
日
ま
で
（
カ
）
、
京
都
大
虎
座
二
番
目
狂
言
と
し
て
「
深
沙
大
王
」
（
二
場
）
が
上
演
さ
れ
た
。
出
演
は
、
龍
田
錦
、
井
上
時
子
、
松
井
二
葉
、
中
島
正
玉
、
白
木
秀
夫
、
竹
内
芝
雀
ら
。
 典
拠
1
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
』
六
巻
（
八
木
書
店
、
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）
○〔
大
正
二
年
〕
五
月
二
日
～
午
後
五
時
開
場
大
虎
座
一
日
、
十
五
日
、
日
曜
、
祭
日
ハ
正
午
十
二
時
ヨ
リ
昼
夜
二
回
開
演
喜
劇
大
虎
会
 第
一

ゆ
く
春
二
場
 第
二

深 泉
鏡
花
原
作
	脚
色
沙
大
王
二
場
 第
三

所
有
権
二
場
 第
四

女
優
劇
二
場
 作
者

三
南
 典
拠

番
付
（
諸
番
附
版
元
千
田
太
三
郎
）。
 典
拠
2
「
ゑ （マ
マ
）ん
げ
い
」
（「
京
都
日
出
新
聞
」
大
正
二
年
五
月
二
日
付
	七
面
）
△
大
●
虎
●
座
●
は
本
日
よ
り
第
一
行
く
春
第
二
保 （マ
マ
）沙
大
王
第
三
所
有
権
第
四
女
優
劇
と
芸
題
替
 典
拠
3
「
ゑ （マ
マ
）ん
げ
い
」
（「
京
都
日
出
新
聞
」
大
正
二
年
五
月
十
三
日
付
	七
面
）
△
大
●
虎
●
座
●
は
明
日
か
ら
第
一
当
世
気
質
第
二
誘
惑
第
三
秘
密
第
四
五
月
幟
と
狂
言
替
 注
記

『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
』
に
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
番
付
を
実
見
し
て
い
な
い
の
で
、
配
役
等
を
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
深
沙
大
王
」
は
、
こ
れ
ま
で
大
正
三
年
四
月
（
七
日
初
日
）
の
明
治
座
公
演
が
初
演
と
さ
れ
、
「
年
譜
」
に
も
そ
の
む
ね
記
し
た
が
、
本
京
都
大
虎
座
興
行
は
こ
れ
よ
り
約
一
年
前
の
公
演
と
な
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龍
田
錦
井
上
時
子
松
井
二
葉
中
島
正
玉
白
木
秀
夫
竹
内
芝
雀
ほ
か
る
。
し
た
が
っ
て
「
年
譜
」
当
該
項
の
「
初
演
」
を
「
上
演
」
に
訂
正
し
た
い
。「
補
訂
（
十
二
）」
の
「
夜
叉
ケ
池
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
東
京
に
先
駆
け
て
京
都
に
上
演
の
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
大
虎
座
は
『
東
京
大
阪
京
都
横
浜
金
沢
下
関
九
州
劇
場
略
史
一
覧
』
（
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
、
昭
和
五
十
年
三
月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
下
京
区
新
京
極
錦
上
ル
東
側
と
同
四
条
上
ル
東
側
の
二
か
所
に
あ
り
、
前
者
は
も
と
の
国
華
座
を
明
治
三
十
四
年
七
月
改
築
、
十
月
一
日
開
場
、
の
ち
帝
国
館
に
な
っ
た
、
と
あ
る
が
、
こ
の
「
深
沙
大
王
」
上
演
を
報
じ
た
「
京
都
日
出
新
聞
」
（
「
ゑ
（
マ
マ
）ん
げ
い
」
大
正
二
年
五
月
五
日
付
七
面
）
に
は
「
帝
●
国
●
館
●
と
い
ふ
の
は
以
前
の
大
虎
座
を
横
田
活
動
君
と
小
林
大
虎
君
と
の
合
資
で
改
築
し
て
活
動
写
真
館
と
し
た
も
の
で
五
月
一
日
か
ら
興
行
を
し
て
ゐ
た
が
目
下
京
都
中
の
何
れ
の
電
気
館
よ
り
外
観
内
容
共
に
立
派
な
も
の
で
開
場
以
来
毎
夜
の
盛
況
で
あ
る
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
五
月
二
日
付
の
「
興
行
案
内
」
欄
に
も
新
築
落
成
と
上
映
活
動
写
真
の
広
告
が
出
て
い
る
か
ら
、
当
時
の
大
虎
座
は
、
お
そ
ら
く
四
条
上
ル
東
側
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
出
演
は
「
大
虎
会
」
と
い
う
喜
劇
の
一
座
で
あ
る
が
、
俳
優
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
第
三
の
「
所
有
権
」
と
第
四
「
女
優
劇
」
に
関
し
て
は
「
五
月
の
喜
劇
（
下
）」
（「
大
阪
朝
日
新
聞
京
都
附
録
」
大
正
二
年
五
月
十
三
日
付
二
面
）
に
劇
評
が
あ
る
が
、
「
深
沙
大
王
」
の
評
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
本
公
演
が
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
』
に
記
載
の
あ
る
こ
と
は
、
植
田
理
子
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
乙
丑
五
十
三
歳
七
月
一
日
発
行
「
東
京
」
（
第
二
巻
第
七
号
）
掲
載
の
「
文
士
の
所
得
税
し
ら
べ
」
で
、
所
得
税
「
七
十
六
円
、
一
年
の
所
得
三
千
円
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
庚
午
五
十
八
歳
十
月
一
日
発
行
の
「
文
芸
春
秋
」
（
第
八
年
第
十
一
号
）
の
「
名
士
の
財
産
調
べ
」
に
「
不
動
産
合
せ
て
一
万
五
千
円
、
趣
味
で
蒐
集
し
た
書
画
古
書
が
約
五
千
円
、
原
稿
料
印
税
等
の
年
収
五
六
千
円
内
外
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠
1
忙
中
閑
人
「
文
士
の
所
得
税
し
ら
べ
」
（「
東
京
」
二
巻
七
号
、
大
正
十
四
年
七
月
一
日
）
▲
文
士
は
金
に
縁
の
な
い
も
の
、
貧
乏
の
も
の
と
さ
れ
た
の
は
昔
の
こ
と
だ
、
今
の
文
士
は
、
原
稿
料
が
タ
ン
マ
リ
入
る
の
で
、
税
務
署
で
は
打
ち
や
つ
て
置
か
な
い
。
そ
こ
で
文
士
の
所
得
税
に
つ
い
て
調
ら
べ
て
見
る
と
左
の
如
し
。
▲
文
壇
の
大
御
所
と
し
て
、
と
ぶ
鳥
も
落
す
勢
の
菊
▲
地
▲
［
池
▲
］
寛
▲
は
、
所
得
税
は
三
百
六
円
だ
。
こ
の
税
額
で
所
得
税 （マ
マ
）を
算
出
す
る
と
、
一
年
の
所
得
七
千
円
以
上
八
千
円
以
下
に
な
る
。
だ
が
事
実
は
七
千
円
や
八
千
円
で
な
い
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
、
税
務
署
が
知
ら
な
い
の
だ
。
今
年
は
恐
ら
く
も
つ
と
課
税
さ
れ
る
だ
ら
う
。
（
…
）
▲
文
壇
の
蓄
財
家
と
し
て
知
ら
れ
、
預
金
が
何
万
円
あ
る
と
か
い
ふ
上
▲
司
▲
小
▲
剣
▲
は
、
そ
の
所
得
税
が
百
二
十
四
円
、
一
年
の
所
得
額
は
四
千
円
見
当
だ
が
、
事
実
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
よ
り
多
か
ら
う
。
▲
五
十
に
な
つ
て
も
、
容
易
に
衰
へ
ず
、
一
流
の
気
品
に
富
ん
だ
作
品
を
見
せ
て
呉
れ
る
、
文
壇
の
耆
宿
徳
▲
田
▲
秋
▲
聲
▲
は
百
三
十
一
円
、
一
年
の
所
得
四
千
円
見
当
と
い
ふ
査
定
。
▲
名
文
家
で
鏤
心
彫
骨
の
名
作
を
出
す
芥
▲
川
▲
龍
▲
之
▲
介
▲
の
所
得
税
は
七
十
三
円
、
七
十
三
円
で
は
一
ケ
年
の
所
得
三
千
円
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
税
務
署
の
お
目
こ
ぼ
し
が
見
え
る
。
（
…
）
▲
作
品
に
独
特
の
天
地
を
持
ち
、
そ
の
文
章
に
か
け
て
は
天
下
一
品
の
泉
▲
鏡
▲
花
▲
は
七
十
六
円
、
一
年
の
所
得
三
千
円
、
月
二
百
五
十
円
と
い
ふ
査
定
。
▲
べ
ら
ん
め
え
の
内
▲
田
▲
魯
▲
庵
▲
は
、
泉
鏡
花
と
同
じ
く
七
十
六
円
で
、
一
年
の
所
得
額
三
千
円
だ
。
（
…
）
▲
小
説
、
脚
本
、
そ
の
他
行
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
は
な
き
才
人
小
▲
山
▲
内
▲
薫
▲
は
、
百
二
十
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九
円
で
、
前
者
の
綺
堂
と
ほ
ぼ
同
額
だ
。
こ
れ
も
事
実
は
、
も
つ
と
多
い
こ
と
う
け
合
。
（
…
）
▲
国
民
新
聞
を
経
営
し
、
老
い
て
ま
す

筆
硯
の
新
た
な
る
徳
▲
富
▲
蘇
▲
峰
▲
の
所
得
税
は
二
千
三
百
二
十
五
円
、
こ
の
所
得
額
は
二
万
五
六
千
円
と
い
ふ
素
晴
ら
し
さ
。
こ
れ
は
国
民
新
聞
社
長
と
し
て
の
所
得
の
外
貴
族
院
議
員
の
歳
費
等
が
あ
る
か
ら
だ
。
蘇
峰
翁
の
二
千
三
百
二
十
五
円
に
比
し
、
三
▲
宅
▲
雪
▲
嶺
▲
翁
は
百
七
十
一
円
で
、
ず
つ
と
少
い
。
（
…
）
▲
歌
人
で
、
劇
作
家
の
吉
▲
井
▲
勇
▲
は
七
十
五
円
、
こ
の
所
得
額
三
千
円
見
当
。
（
…
）
▲
ペ
ン
ネ
ー
ム
水
▲
上
▲
瀧
▲
太
▲
郎
▲
、
本
名
阿
部
章
蔵
君
は
所
得
税
三
百
五
十
円
、
一
年
の
所
得
七
千
二
三
百
円
の
査
定
だ
が
、
水
上
瀧
太
郎
で
う
る
と
こ
ろ
の
稿
料
よ
り
は
、
明
治
生
命
の
総
務
主
事
と
し
て
の
所
得
に
課
税
さ
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
（
…
）
▲
文
壇
の
大
家
島
▲
崎
▲
藤
▲
村
▲
が
、
所
得
税
を
収
め
て
ゐ
な
い
の
は
収
入
が
少
い
た
め
で
あ
る
か
。
ま
た
谷
▲
崎
▲
潤
▲
一
▲
郎
▲
、
広
▲
津
▲
和
▲
郎
▲
、
吉
▲
田
▲
絃
▲
二
▲
郎
▲
、
宇
▲
野
▲
浩
▲
二
▲
、
正
▲
宗
▲
白
▲
鳥
▲
、
山
▲
本
▲
有
▲
三
▲
な
ど
は
、
流
行
作
家
で
、
所
得
は
タ
ン
マ
リ
あ
り
な
が
ら
、
一
両
年
前
ま
で
は
所
得
税
を
払
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
や
う
だ
、
し
か
し
今
年
は
相
当
に
払
は
せ
ら
れ
る
だ
ら
う
。
 典
拠
2
「
名
士
の
財
産
調
べ
」
（「
文
芸
春
秋
」
八
年
十
一
号
、
昭
和
五
年
十
月
一
日
）
文
士
教
育
家
画
家
菊
池
寛
氏
の
税
金
滞
納
問
題
か
ら
、
文
学
者
の
収
入
と
財
産
が
世
間
的
に
著
し
く
注
目
さ
れ
出
し
た
が
、
凡
そ
文
士
の
収
入
財
産
ほ
ど
変
化
の
多
い
も
の
は
な
い
。
円
本
の
印
税
が
入
つ
た
時
彼
は
数
万
金
の
財
産
家
で
あ
ら
う
け
れ
ど
、
数
ケ
月
後
に
は
円
タ
ク
代
に
困
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
今
月
数
千
円
の
収
入
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
来
月
も
亦
数
千
円
あ
る
と
は
誰
が
保
証
し
得
よ
う
。
従
つ
て
彼
等
の
懐
中
を
正
確
に
算
定
す
る
こ
と
は
、
税
務
官
吏
で
な
い
限
り
出
来
な
い
相
談
だ
。
極
め
て
大
雑
把
に
見
る
な
ら
、
大
衆
文
芸
の
人
気
作
者
大
仏
次
郎
氏
が
、
五
万
円
を
投
じ
て
数
奇
を
こ
ら
し
た
邸
宅
と
五
千
円
見
当
の
蔵
書
と
預
金
を
合
せ
て
八
万
円
く
ら
ゐ
は
持
つ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。
年
収
は
四
万
円
内
外
、
そ
れ
で
美
貌
の
夫
人
と
猫
数
匹
の
、
た
つ
た
そ
れ
だ
け
の
生
活
だ
か
ら
、
も
つ
と
残
る
の
が
当
り
前
だ
が
、
そ
の
割
に
は
貯
め
て
ゐ
な
い
。
大
仏
氏
と
な
ら
ん
で
人
気
を
争
ふ
一
人
三
役
の
林
不
忘
、
谷
譲
次
、
牧
逸
馬
も
大
分
貯
め
込
ん
で
ゐ
る
が
、
ま
だ
大
仏
氏
の
域
に
達
せ
す
［
ず
］
、
こ
の
頃
盛
ん
に
傑
作
を
物
し
出
し
た
直
木
三
十
五
氏
は
、
借
金
償
却
時
代
で
蔵
を
建
て
る
に
は
ま
だ
間
が
あ
る
や
う
だ
。
傑
い
の
は
泉
鏡
花
老
で
、
不
動
産
合
せ
て
一
万
五
千
円
、
趣
味
で
蒐
集
し
た
書
画
古
書
が
約
五
千
円
、
原
稿
料
印
税
等
の
年
収
五
六
千
円
内
外
と
あ
り
、
三
十
年
一
日
の
如
く
健
筆
を
ふ
る
ひ
未
だ
衰
へ
な
い
の
は
、
朝
に
現
は
れ
て
夕
に
消
え
る
作
家
の
間
に
あ
つ
て
、
全
く
異
例
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
 注
記

大
正
九
年
十
一
月
二
十
八
日
付
（
今
回
、
「
月
」
を
訂
正
）
の
「
読
売
新
聞
」
（
七
面
）
の
「
杜

極
ま
る
文
士
の
所
得
税
」
に
年
収
額
「
一
三
〇
〇
」
円
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
「
年
譜
」
に
記
し
た
が
、
そ
の
五
年
後
と
十
年
後
に
報
じ
ら
れ
た
年
収
、
所
得
税
、
資
産
に
関
す
る
項
目
を
併
記
し
た
。
「
杜
極
ま
る
文
士
の
所
得
税
」
は
、
鏡
花
の
ほ
か
に
、
徳
田
秋
聲
（
二
〇
〇
〇
円
）、
中
村
吉
蔵
（
二
〇
〇
〇
円
）、
長
田
幹
彦
（
二
八
〇
〇
円
）、
長
田
秀
雄
（
二
五
〇
〇
円
）、
生
方
敏
郎
（
一
五
〇
〇
円
）、
本
間
久
雄
（
一
五
〇
〇
円
）、
谷
崎
精
二
（
一
〇
〇
〇
円
）、
宮
島
新
三
郎
（
一
〇
〇
〇
円
）、
岡
村
柿
紅
（
二
八
〇
〇
円
）
の
年
収
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
日
後
の
同
紙
（
七
面
）
に
は
、
上
司
小
剣
が
「
著
作
物
に
対
す
る
不
定
の
報
酬
は
課
税
の
目
的
物
と
な
る
べ
き
や
」
と
題
す
る
次
の
文
を
寄
せ
て
、
自
ら
の
所
得
税
を
公
に
し
て
い
る
。
二
十
八
日
の
貴
紙
で
諸
君
の
所
得
税
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
私
は
先
月
末
品
川
税
務
署
か
ら
三
千
円
の
決
定
書
を
送
ら
れ
（
従
来
六
百
円
で
し
た
か
ら
突
然
五
倍
に
な
つ
た
わ
け
で
す
）
再
審
査
を
請
求
し
て
も
間
に
合
は
ん
の
で
、
其
の
ま
ゝ
二
回
納
め
ま
し
た
。
さ
う
し
て
し
み

゛
国
家
の
有
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
の
所
得
を
一
ケ
年
三
千
円
と
は
、
誰
れ
が
何
処
で
ど
う
し
て
き
め
て
下
さ
つ
た
の
か
、
一
切
不
明
で
す
。
△
△
△
△
氏
な
ん
ぞ
は
、
定
め
て
一
万
円
か
二
万
円
ぐ
ら
ゐ
の
決
定
を
受
け
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
ゝ
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
ら
、
私
よ
り
も
尠
い
の
で
す
ね
。
驚
い
た
と
い
ふ
の
は
、
こ
ゝ
の
と
こ
ろ
で
す
。
今
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後
私
が
若
し
病
気
に
か
か
る
か
休
養
の
為
め
一
年
ぐ
ら
ゐ
執
筆
を
廃
す
る
か
し
て
も
、
三
千
円
だ
け
は
、
誰
れ
か

゛
何
処
か
ら
か
持
つ
て
来
て
下
さ
る
の
で
あ
ら
う
と
思
つ
て
、
安
心
し
て
居
り
ま
す
。
国
家
の
有
り
が
た
さ
を
感
じ
た
と
い
ふ
の
は
、
こ
ゝ
の
と
こ
ろ
で
す
序
で
に
申
し
ま
す
が
、
ズ
ツ
と
前
の
所
得
税
法
に
は
、
課
税
の
目
的
物
と
な
す
こ
と
を
得
ず
と
し
た
項
目
中
に
、
著
作
物
に
対
す
る
不
定
の
報
酬
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
し
た
。
現
行
の
所
得
税
法
に
は
さ
う
し
た
明
文
が
な
い
や
う
で
す
け
れ
ど
、
其
の
精
神
だ
け
は
残
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
専
門
家
の
研
究
を
望
み
ま
す
。
さ
う
し
て
納
め
る
に
し
て
も
、
も
う
少
し
公
平
に
や
つ
て
頂
け
れ
ば
、
納
税
の
多
寡
は
彼
れ
是
れ
申
し
ま
せ
ん
。
所
得
税
法
は
、
明
治
二
十
年
三
月
に
公
布
、
当
初
の
納
税
人
員
は
総
戸
数
の
一
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
の
改
正
で
、
所
得
区
分
を
第
一
種
（
法
人
所
得
）、
第
二
種
（
公
債
社
債
利
子
）、
第
三
種
（
個
人
所
得
）
の
三
種
に
分
ち
（
こ
の
所
得
区
分
は
昭
和
十
五
年
改
正
ま
で
継
続
）、
大
正
二
年
の
改
正
を
経
て
大
正
五
年
度
に
は
酒
税
を
抜
い
て
租
税
収
入
の
首
位
に
立
っ
た
。
大
正
二
年
の
改
正
は
、
従
来
の
単
純
累
進
税
率
で
は
な
く
、
一
〇
〇
一
円
以
上
に
つ
い
て
超
過
累
進
税
率
を
課
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
〇
〇
円
以
下
の
所
得
者
に
対
し
て
は
、
従
来
に
比
し
て
減
税
で
あ
る
と
の
主
旨
が
広
報
さ
れ
た
も
の
の
、
実
態
に
即
せ
ば
一
〇
〇
一
円
以
上
の
所
得
者
の
増
加
を
見
込
ん
だ
増
徴
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
、
大
正
七
年
の
税
率
引
上
げ
に
続
い
て
、
九
年
に
も
ま
た
改
正
が
あ
り
、
第
三
種
所
得
に
つ
い
て
は
、
免
税
点
を
五
〇
〇
円
か
ら
八
〇
〇
円
へ
と
引
上
げ
、
税
率
を
八
〇
〇
円
以
下
の
金
額
一
〇
〇
分
の
〇
五
乃
至
四
〇
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
分
の
三
十
六
の
二
十
一
段
階
と
し
て
、
小
所
得
者
軽
課
、
大
所
得
者
重
課
を
は
か
っ
た
。
「
杜
極
ま
る
文
士
の
所
得
税
」
の
報
道
は
、
こ
の
改
正
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
収
額
が
そ
の
ま
ま
所
得
額
に
当
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
か
り
に
一
三
〇
〇
円
と
す
る
と
、
所
得
税
は
十
二
円
に
な
る
（
「
第
三
種
所
得
税
速
算
表
」
東
京
税
務
監
督
局
編
刊
『
個
人
所
得
税
便
覧
改
訂
版
』
大
正
十
四
年
四
月
二
十
日
、
に
よ
る
計
算
）。
ま
た
、
右
「
速
算
表
」
に
し
た
が
っ
て
所
得
三
〇
〇
〇
円
の
場
合
を
計
算
す
る
と
、
所
得
税
は
七
十
一
円
と
な
り
、
典
拠
1の
「
七
十
六
円
」
と
合
わ
な
い
が
、
典
拠
1の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
不
明
な
の
で
、
今
は
こ
の
ま
ま
と
し
て
お
く
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
鏡
花
の
納
め
る
所
得
税
は
大
正
九
年
か
ら
十
四
年
の
五
年
間
で
六
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
大
正
四
年
十
二
月
、
三
越
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
「
紅
葉
山
人
遺
品
展
覧
会
」
（
五
日
八
日
、
旧
館
竹
の
間
。
「
年
譜
」
記
載
済
み
）
出
品
中
「
明
治
三
十
五
年
、
東
京
税
務
管
理
局
長
田
中
国
三
郎
の
名
前
で
発
し
た
山
人
の
所
得
金
額
通
知
書
と
云
ふ
の
が
あ
つ
た
が
そ
れ
に
は
一
千
二
百
円
と
書
い
て
あ
る
」
（
「
国
宝
金
色
夜
叉
／
紅
葉
山
人
の
遺
墨
」
「
中
外
商
業
新
報
」
大
正
四
年
十
二
月
七
日
付
五
面
）
と
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
五
年
の
所
得
金
額
一
二
〇
〇
円
の
紅
葉
の
所
得
税
は
十
八
円
と
な
る
（
博
文
館
版
『
増訂
帝
国
法
典
』
明
治
三
十
八
年
八
月
十
一
日
、
の
法
令
に
基
づ
く
計
算
）。
前
記
上
司
小
剣
は
、
従
来
の
所
得
額
六
〇
〇
円
か
ら
三
〇
〇
〇
円
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
所
得
額
は
前
年
の
収
入
に
対
し
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
大
正
八
年
九
月
に
読
売
新
聞
社
文
芸
部
長
の
職
を
退
い
た
、
そ
の
年
収
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
剣
は
「
ズ
ツ
と
前
の
所
得
税
法
に
は
、
課
税
の
目
的
物
と
な
す
こ
と
を
得
ず
と
し
た
項
目
中
に
、
著
作
物
に
対
す
る
不
定
の
報
酬
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
す
る
が
、
こ
れ
以
前
（
明
治
三
十
二
年
、
大
正
二
年
）
の
所
得
税
法
お
よ
び
同
施
行
規
則
に
は
、
こ
う
し
た
文
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
典
拠
1は
、
鏡
花
に
近
い
文
士
を
中
心
に
引
用
し
た
が
、
こ
の
他
に
久
米
正
雄
、
倉
田
百
三
、
真
山
青
果
、
田
山
花
袋
、
永
井
荷
風
、
三
島
章
道
、
巌
谷
小
波
、
岡
本
綺
堂
、
尾
上
柴
舟
、
佐
々
木
信
綱
、
鈴
木
三
重
吉
、
坪
内
逍
遥
、
長
田
幹
彦
、
長
田
秀
雄
、
中
村
吉
蔵
、
長
谷
川
天
渓
、
三
上
於
菟
吉
、
加
藤
武
雄
、
生
方
敏
郎
、
加
能
作
次
郎
、
野
口
米
次
郎
、
室
生
犀
星
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
（
大
正
後
期
）
の
原
稿
料
や
収
入
に
関
し
て
は
、
山
本
芳
明
『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ
る
』
（
ひ
つ
じ
書
房
、
平
成
十
二
年
十
二
月
十
六
日
）
に
詳
し
い
論
述
が
あ
る
。
同
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
広
津
和
郎
の
回
想
（「
大
正
八
年
と
い
う
年
」『
年
月
の
あ
し
お
と
』
講
談
社
、
昭
和
三
十
八
年
八
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月
十
日
）
に
、
「
中
央
公
論
」
の
一
人
舞
台
で
あ
っ
た
総
合
雑
誌
界
へ
「
改
造
」
（
大
正
八
年
四
月
創
刊
）、「
解
放
」
（
同
年
六
月
創
刊
）
が
加
わ
っ
た
当
時
を
語
っ
て
、
「
改
造
」
「
解
放
」
等
が
原
稿
料
を
余
計
出
し
た
の
で
、
ど
こ
の
雑
誌
も
原
稿
料
を
急
激
に
値
上
げ
し
始
め
た
。
こ
れ
も
こ
の
年
の
特
徴
で
あ
つ
た
。
参
考
の
た
め
に
自
分
の
原
稿
料
の
上
り
方
を
書
い
て
見
る
と
、
大
正
六
年
に
「
中
央
公
論
」
に
は
じ
め
て
書
い
た
時
は
一
円
で
あ
り
、
そ
の
後
「
文
章
世
界
」
に
書
い
た
ら
六
十
銭
、
「
新
潮
」
は
七
十
銭
、
「
太
陽
」
が
八
十
銭
、
そ
ん
な
工
合
で
大
正
七
年
ま
で
来
た
の
に
、
大
正
八
年
に
な
つ
て
、
「
改
造
」
が
一
円
八
十
銭
、
「
解
放
」
が
二
円
出
し
た
の
で
、
次
ぎ
に
「
中
央
公
論
」
に
書
い
た
ら
、
「
改
造
は
い
く
ら
出
し
ま
し
た
か
」
と
瀧
田
氏
は
訊
ね
た
上
で
、
今
ま
で
の
一
円
を
二
円
に
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
原
稿
料
の
値
上
げ
は
、
十
銭
と
か
、
二
十
銭
と
か
宛
で
あ
つ
た
の
に
、
そ
れ
か
ら
は
五
十
銭
、
一
円
宛
の
値
上
げ
と
な
り
、
大
正
十
二
年
の
震
災
前
に
五
円
に
な
つ
た
。
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
原
稿
料
の
値
上
り
に
よ
る
収
入
の
増
加
が
文
士
の
所
得
税
の
話
題
と
な
る
因
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
原
稿
料
の
値
上
げ
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
年
七
年
）
を
契
機
と
す
る
大
戦
景
気
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
わ
が
国
の
「
正
貨
保
有
量
は
大
戦
前
の
三
億
四
千
万
円
か
ら
十
五
億
八
千
万
円
と
な
っ
た
」
こ
と
に
よ
り
、
「
日
本
は
明
治
以
来
の
い
わ
ば
慢
性
的
輸
入
超
過
国
か
ら
輸
出
超
過
国
に
転
じ
」
、
大
戦
中
に
英
、
仏
、
露
の
外
債
を
引
受
け
て
「
国
際
貸
借
関
係
で
も
ま
た
慢
性
的
債
務
国
か
ら
債
権
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
（
安
藤
良
雄
「
戦
争
景
気
」
有
沢
広
巳
監
修
『
昭
和
経
済
史
』
上
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
成
十
三
年
七
月
四
日
二
刷
）。
典
拠
2は
、
文
士
の
項
の
全
文
。
他
に
画
家
の
横
山
大
観
、
中
村
不
折
、
教
育
家
の
三
輪
田
元
道
、
宗
教
家
の
山
室
軍
平
の
財
産
に
言
及
が
あ
る
。
冒
頭
「
菊
池
寛
氏
の
税
金
滞
納
問
題
」
と
は
、
新
聞
報
道
（
「
著
作
権
の
競
売
に
目
を
み
は
る
文
壇
人
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
五
年
八
月
十
日
付
夕
刊
二
面
）
に
よ
れ
ば
、
菊
池
の
納
入
す
べ
き
税
金
の
う
ち
、
神
田
橋
税
務
署
所
轄
の
直
接
国
税
の
昭
和
二
年
二
期
分
、
同
三
年
全
部
、
同
四
年
全
部
の
計
約
七
〇
〇
〇
円
と
、
町
区
役
所
管
轄
の
昭
和
三
、
四
年
の
全
部
、
同
五
年
前
期
分
所
得
税
、
興
業
税
、
府
市
付
加
税
の
合
計
二
〇
〇
〇
余
円
を
滞
納
し
て
い
た
た
め
、
町
区
役
所
が
「
左
記
差
押
財
産
来
る
二
十
日
午
前
九
時
入
札
を
も
つ
て
公
売
執
行
す
、
菊
池
寛
著
「
第
二
の
接
吻
」
「
啓
吉
物
語
」
「
恋
愛
病
患
者
」
「
新
版
菊
池
寛
全
集
」 」
と
の
掲
示
を
出
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
件
を
い
う
。
菊
池
は
こ
れ
以
前
大
正
十
二
年
に
も
滞
納
に
よ
る
差
押
え
を
受
け
て
お
り
、
「
身
辺
雑
事
」
（
「
中
央
公
論
」
三
十
八
年
六
号
、
大
正
十
二
年
六
月
十
五
日
）
の
「
差
押
へ
ら
れ
る
話
」
で
、
「
私
は
そ
の
法
の
不
備
に
対
す
る
抗
議
の
手
段
と
し
て
、
決
し
て
自
発
的
に
は
、
納
税
し
な
い
決
心
を
し
た
。
私
は
、
税
務
署
の
役
員
が
来
た
と
き
、
所
得
は
決
定
額
よ
り
以
上
あ
る
が
、
所
得
税
法
が
不
服
だ
か
ら
収
め
な
い
。
ど
う
ぞ
、
勝
手
に
差
押
へ
を
し
て
く
れ
と
云
つ
た
。
」
と
、
滞
納
を
公
言
し
、
差
押
え
の
経
緯
を
語
っ
て
い
た
。
こ
の
時
は
滞
納
分
に
相
当
す
る
物
品
だ
っ
た
が
、
今
度
は
著
作
権
が
差
押
え
と
な
り
、
競
売
に
付
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
後
、
神
田
橋
税
務
署
は
町
区
役
所
の
措
置
を
み
て
、
菊
池
所
有
（
実
は
友
人
と
の
共
同
所
有
だ
っ
た
）
競
走
馬
三
頭
の
差
押
え
を
発
表
し
た
が
、
菊
池
は
改
造
社
社
長
山
本
実
彦
と
連
署
で
完
納
す
る
む
ね
の
誓
約
書
一
札
を
入
れ
た
（
「
菊
池
氏
の
名
馬
三
頭
う
△
ま
△

△
△
差
△
押
△
へ
△
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
五
年
八
月
二
十
日
付
夕
刊
二
面
）
の
ち
、
「
所
得
税
そ
の
他
」
（
同
紙
昭
和
五
年
八
月
二
十
四
日
二
十
五
日
付
朝
刊
五
面
）
を
投
じ
て
弁
疏
し
、
滞
納
分
を
月
賦
で
分
納
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
税
金
滞
納
問
題
に
つ
い
て
は
、
杉
森
久
英
『
小
説
菊
池
寛
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
日
）
に
も
記
述
が
あ
る
。
以
上
、
た
ま
た
ま
五
年
ご
と
の
三
件
の
報
道
が
鏡
花
の
年
収
、
所
得
税
、
財
産
の
実
際
で
あ
っ
た
の
か
、
確
め
る
す
べ
は
無
い
の
だ
が
、
そ
の
金
額
の
推
移
は
経
済
生
活
を
窺
う
に
足
る
一
つ
の
指
標
を
示
し
て
い
る
。
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大
正
十
五
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）
丙
寅
五
十
四
歳
二
月
一
日
発
行
の
「
築
地
小
劇
場
」
（
第
三
巻
第
二
号
）
に
お
い
て
、
前
年
十
二
月
よ
り
募
集
し
た
「
創
作
劇
研
究
上
演
」
希
望
の
結
果
発
表
が
あ
り
、
な
か
に
鏡
花
作
「
山
吹
」
へ
投
じ
ら
れ
た
一
票
が
あ
っ
た
。

典
拠
1
「
創
作
劇
研
究
上
演
に
就
て
／
曲
名
作
者
名
を
募
り
ま
す
」
（
「
築
地
小
劇
場
」
二
巻
十
二
号
、
大
正
十
四
年
十
二
月
一
日
）
＊
タ
イ
ト
ル
は
横
書
き
。
築
地
小
劇
場
は
来
春
よ
り
創
作
劇
を
も
上
演
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
就
い
て
は
何
を
上
演
致
す
べ
き
か
皆
様
の
御
希
望
を
お
伺
ひ
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
［
。
］
ど
う
か
葉
書
で
演
目
と
作
者
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。
一
、
締
切
、
大
正
十
五
年
一
月
三
十
一
日
築
地
小
劇
場
文
芸
部
 典
拠
2
「
劇
場
内
部
よ
り
」
（「
築
地
小
劇
場
」
三
巻
二
号
、
大
正
十
五
年
二
月
一
日
）
創
作
劇
の
研
究
上
演
に
就
き
皆
様
の
御
希
望
を
お
伺
ひ
い
た
し
ま
し
た
処
多
数
御
通
報
下
さ
い
ま
し
て
左
の
如
き
結
果
を
得
ま
し
た
。
種
々
有
益
な
参
考
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
岸
田
国
士
氏
計
三
十
八
古
き
玩
具
十
二
紙
風
船
十
チ
ロ
ル
の
秋
八
ぶ
ら
ん
こ
五
命
を
弄
ぶ
男
ふ
た
り
二
葉
桜
一
武
者
小
路
実
篤
氏
計
三
十
四
（
…
）
泉
鏡
花
氏
山
吹
一
 注
記

本
項
は
、
大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
大
正
昭
和
初
期
』
（
白
水
社
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
五
日
）
の
第
三
章
「
築
地
小
劇
場
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
典
拠
1

2に
就
い
て
立
項
し
た
。
典
拠
2に
は
、
作
者
別
の
票
数
と
小
計
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
作
品
を
略
し
て
総
票
数
の
み
摘
記
す
れ
ば
、
武
者
小
路
に
続
き
、
谷
崎
潤
一
郎
（
二
十
二
）、
山
本
有
三
（
二
十
）、
故
有
島
武
郎
（
十
四
）、
秋
田
雨
雀
（
十
三
）、
菊
池
寛
（
同
）、
久
保
田
万
太
郎
（
十
二
）、
故
鈴
木
泉
三
郎
（
同
）、
小
山
内
薫
（
十
一
）、
藤
井
真
澄
（
同
）、
金
子
洋
文
（
同
）
が
上
位
で
、
鏡
花
を
含
む
一
票
の
者
は
二
十
六
氏
、
坪
内
逍
遥
「
義
時
の
最
期
」
、
岡
本
綺
堂
「
出
雲
崎
の
遊
女
」
、
長
谷
川
時
雨
「
犬
」
な
ど
が
挙
っ
て
い
る
。
三
島
由
紀
夫
の
称
讃
（
澁
澤
龍
彦
と
の
対
談
「
泉
鏡
花
の
魅
力
」
中
央
公
論
社
版
「
日
本
の
文
学
」
四
『
尾
崎
紅
葉
泉
鏡
花
』
付
録
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
五
日
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
俳
優
座
劇
場
で
の
初
演
に
い
た
っ
た
「
山
吹
」
は
、
初
出
（
「
女
性
改
造
」
二
巻
六
号
、
大
正
十
二
年
六
月
一
日
）
以
来
、
実
に
五
十
四
年
あ
ま
り
の
あ
い
だ
上
演
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
戯
曲
で
あ
る
。
発
表
か
ら
二
年
半
の
こ
の
時
点
で
上
演
を
望
む
者
の
い
た
こ
と
は
記
憶
に
価
し
よ
う
。
な
お
、
築
地
小
劇
場
の
第
一
回
創
作
劇
上
演
は
、
右
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
は
無
関
係
に
、
三
月
十
九
日
か
ら
四
月
四
日
ま
で
坪
内
逍
遥
作
「
役
の
行
者
」
（
三
幕
六
場
）
を
、
小
山
内
薫
の
演
出
、
伊
藤
憙
朔
の
舞
台
装
置
に
よ
り
上
演
す
る
と
の
「
予
告
」
が
同
号
の
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
初
演
は
大
正
五
年
に
本
作
を
公
に
し
て
い
た
作
者
逍
遥
に
と
っ
て
必
ず
し
も
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
好
評
を
受
け
一
週
間
の
日
延
べ
に
な
り
、
七
五
〇
〇
余
名
の
観
客
を
集
め
た
と
い
う
。
上
演
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
記
大
笹
著
に
詳
し
い
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
己
巳
五
十
七
歳
一
月
一
日
発
行
の
「
文
芸
春
秋
」
（
第
七
年
第
一
号
）
の
「
昭
和
四
年
度
文
壇
人
の
運
勢
観
」
に
、
本
年
の
運
勢
が
載
っ
た
。
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 典
拠

「
昭
和
四
年
度
文
壇
人
の
運
勢
観
」
（「
文
芸
春
秋
」
七
年
一
号
、
昭
和
四
年
一
月
一
日
）
泉
鏡
花
氏
総
画
数
三
十
六
卦
坤
為
地
ノ
二
総
画
数
よ
り
見
る
氏
の
運
数
は
、
凶
中
の
凶
で
あ
る
。
即
ち
三
十
六
な
る
数
は
、
心
労
絶
え
る
こ
と
な
く
、
辛
酸
終
世
に
絡
る
を
暗
示
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
又
、
氏
の
今
年
の
運
勢
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
坤
為
地
な
る
卦
は
、
諸
事
和
順
な
る
べ
く
、
も
し
然
ら
ず
し
て
剛
慢
に
亘
る
時
に
は
大
凶
悔
あ
る
を
教
へ
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
卦
は
純
陰
に
し
て
三
偶
の
坤
を
重
ね
、
上
下
皆
坤
、
地
の
厚
重
に
し
て
万
物
を
載
せ
、
仰
い
で
乾
天
の
施
し
を
承
け
、
万
物
を
化
成
す
る
の
象
で
あ
つ
て
、
道
に
あ
つ
て
は
地
道
、
事
に
あ
つ
て
は
順
、
又
静
と
し
、
人
に
あ
つ
て
は
女
、
妻
、
母
と
し
、
又
臣
、
卑
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
尚
吾
人
の
観
測
に
従
へ
ば
、
氏
は
今
年
は
勿
論
、
昭
和
五
年
六
年
ま
で
は
現
状
を
維
持
す
る
が
、
そ
の
以
後
に
な
る
と
漸
く
衰
運
に
向
ひ
、
殊
に
晩
年
に
及
ん
で
は
金
銭
上
に
於
て
不
自
由
を
感
じ
る
の
兆
が
見
え
る
。
文
壇
の
鬼
才
も
運
命
に
は
勝
ち
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
今
よ
り
心
し
て
勢
に
備
へ
る
と
こ
ろ
あ
れ
。
 注
記

右
は
神
易
館
主
の
高
島
勝
俊
（
日
本
橋
室
町
三
越
前
純
正
高
島
易
断
総
本
部
）
に
よ
る
易
断
。
鏡
花
も
含
め
て
全
三
十
七
氏
の
運
勢
が
占
わ
れ
て
い
る
。
総
画
数
か
ら
「
凶
中
の
凶
」
と
さ
れ
た
鏡
花
は
、
こ
の
年
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
「
山
海
評
判
記
」
を
「
時
事
新
報
」
紙
上
に
連
載
し
て
旺
盛
な
創
作
力
を
示
し
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
辛
未
五
十
九
歳
一
月
一
日
発
行
の
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
（
第
三
巻
第
一
号
）
の
「
有
名
家
庭
訪
問
帖
」
に
十
三
氏
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
写
真
入
り
の
訪
問
記
事
が
載
っ
た
。

典
拠

Ｆ
Ｎ
Ｋ
「
有
名
家
庭
訪
問
帖
」
（
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
三
巻
一
号
、
昭
和
六
年
一
月
一
日
）
＊
写
真
の
引
用
を
省
く
。
泉
鏡
花
氏
江
戸
趣
味
を
解
し
得
ぬ
田
舎
も
の
ゝ
悲
し
さ
、
お
ま
け
に
感
覚
が
粗
末
に
出
来
た
あ
は
て
も
の
だ
か
ら
、
鏡
花
氏
の
作
品
は
ど
う
も
の
み
こ
め
な
い
。
入
念
に
二
度
よ
み
返
し
て
も
雲
を
つ
か
む
や
う
な
感
じ
が
す
る
の
で
、
従
つ
て
二
つ
三
つ
し
か
拝
読
し
て
ゐ
な
い
。
か
う
い
ふ
次
第
だ
か
ら
、
そ
の
御
住
居
も
何
だ
か
合
点
が
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
文
壇
き
つ
て
の
金
満
家
だ
と
い
ふ
の
に
、
こ
ん
な
古
ぼ
け
た
長
屋
つ
ゞ
き
に
ゐ
な
く
て
も
よ
さ
さ
う
だ
し
、
第
一
薄
暗
く
て
非
衛
生
的
で
あ
る
。
殊
に
入
り
口
に
吊
し
て
あ
る
紋
入
り
の
燈
籠
に
至
つ
て
は
、「
何
と
変
つ
て
る
ん
だ
ら
う
」
と
む
し
ろ
ナ
ン
セ
ン
ス
味
を
感
じ
る
。
「
あ
ゝ
、
さ
う
で
す
か
。
こ
れ
だ
け
で
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
。
不
足
の
と
こ
ろ
は
遠
慮
な
く
お
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
。
わ
ざ

御
苦
労
様
で
し
た
。
何
れ
伺
ひ
ま
す
が
ど
う
か
Ｋ
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
。」
実
に
へ
り
下
つ
た
物
の
い
ひ
方
を
な
さ
る
。
慇
懃
と
い
ふ
語
は
こ
の
時
代
の
人
で
終
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。
五
分
ば
か
り
の
間
、
先
生
は
し
や
が
ん
で
、
左
手
を
膝
に
の
せ
右
手
で
袖
口
を
一
寸
つ
ま
ん
で
、
私
の
見
な
れ
ぬ
恰
好
を
、
じ
つ
と
保
つ
て
ゐ
ら
れ
た
。
 注
記

他
の
十
二
氏
は
、
掲
出
順
に
（
＊
は
家
族
写
真
入
り
）、
徳
田
秋
聲
（
＊
）、
三
升
家
小
勝
、
佐
藤
春
夫
（
＊
）、
片
岡
鉄
兵
（
＊
）、
猪
俣
津
南
雄
、
里
見
弴
（
＊
）、
横
光
利
一
（
＊
）、
川
端
康
成
（
＊
）、
濱
尾
四
郎
、
沖
野
岩
三
郎
、
久
米
正
雄
（
＊
）、
山
本
有
三
（
＊
）
で
あ
る
。
鏡
花
の
も
の
は
、
本
人
が
「
田
舎
源
氏
」
の
貼
交
風
を
背
に
炬
燵
に
あ
た
る
写
真
で
あ
る
。
「
婦
人
サ
ロ
ン
」
は
文
芸
春
秋
社
発
行
、
昭
和
四
年
九
月
の
創
刊
。
創
刊
当
時
の
編
輯
は
永
井
龍
男
、
西
村
晋
一
、
桔
梗
利
一
で
あ
っ
た
（
『
文
芸
春
秋
七
十
年
史
本
	

』
平
成
三
年
十
二
月
五
日
）。
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昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
丙
子
六
十
四
歳
九
月
十
四
日
夜
、
明
朝
「
国
立
公
園
早
廻
り
競
争
」
（
十
二
国
立
公
園
指
定
記
念
）
の
選
手
と
し
て
上
野
を
発
つ
久
保
田
万
太
郎
宛
に
電
報
を
送
っ
た
。
久
保
田
は
十
六
日
付
「
東
京
日
日
新
聞
」
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
の
通
信
文
で
、
鏡
花
の
電
報
を
紹
介
し
た
。

典
拠

久
保
田
万
太
郎
「
第
一
信
旅
愁
を
そ
ゝ
る
鏡
花
氏
の
電
報
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
昭
和
十
一
年
九
月
十
六
日
付
朝
刊
十
一
面
）
＊
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
題
名
は
「
汽
車
の
中
に
て
」。
の
ち
、
通
信
文
八
を
ま
と
め
て
「
東
京
…
…
北
海
道
…
…
青
森
…
…
」
と
題
し
『
八
重
一
重
』
小
山
書
店
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
に
収
録
。
引
用
は
「
東
京
日
日
新
聞
」。
ミ
チ
ノ
ク
ノ
マ
ノ
ノ
カ
ヤ
ハ
ラ
ト
ホ
イ
ト
イ
ヘ
バ
フ
ル
マ
ギ
ア
サ
ム
シ
ノ
ア
タ
リ
カ
ラ
ミ
ヤ
コ
コ
ヒ
シ
キ
コ
ト
ト
オ
モ
ヒ
ハ
マ
ナ
ス
ハ
ク
チ
ベ
ニ
ウ
ス
ク
サ
ク
ト
キ
ク
こ
れ
は
昨
夜
泉
鏡
花
先
生
か
ら
頂
戴
し
た
電
報
で
あ
る
が
、
午
前
十
時
に
上
野
を
出
た
私
の
汽
車
は
、
い
ま
郡
山
を
過
ぎ
た
ば
か
り
、
古
間
木
に
も
浅
虫
に
も
世
は
は
る
か
の
、
従
つ
て
ま
だ
都
恋
し
く
な
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
そ
の
一
つ
手
前
の
必
ず
や
間
も
な
く
さ
う
な
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の
…
…
と
い
ふ
意
味
は
都
恋
し
く
な
る
で
あ
ら
う
運
び
の
、
こ
れ
か
ら
先
き
札
幌
へ
著
く
ま
で
の
行
程
を
思
つ
て
私
は
い
ま
稍
ふ
さ
ぎ
か
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
…
…
青
森
ま
で
ま
だ
あ
と
九
時
間
？
連
絡
船
が
五
時
間
、
そ
の
先
が
六
時
間
、
廿
時
間
と
い
ふ
も
の
大
地
を
踏
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
 注
記

こ
の
「
早
廻
り
競
争
」
は
、
鉄
道
省
、
国
立
公
園
協
会
、
日
本
旅
行
協
会
、
東
京
日
日
新
聞
社
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
主
催
に
よ
り
、
そ
の
選
手
は
「
わ
が
国
現
文
壇
の
巨
星
を
網
羅
し
、
東
軍
は
男
性
、
西
軍
を
女
性
と
し
『
男
性
対
女
性
』
の
競
争
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
最
も
近
代
的
な
興
味
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
諸
選
手
が
競
争
途
上
よ
り
日
毎
に
送
り
来
る
剌
絢
爛
の
通
信
は
動
き
行
く
競
争
の
経
過
、
形
勢
の
白
熱
化
と
共
に
全
国
の
読
者
を
完
全
に
魅
了
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
で
あ
ら
う
」
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
和
十
一
年
九
月
八
日
付
朝
刊
二
面
）
と
告
知
さ
れ
た
。
東
日
側
の
東
軍
選
手
は
、
久
保
田
万
太
郎
の
ほ
か
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
、
吉
川
英
治
、
大
毎
側
の
西
軍
選
手
は
、
林
芙
美
子
、
さ
さ
き
ふ
さ
、
吉
屋
信
子
、
宇
野
千
代
の
計
八
名
。
九
月
十
五
日
午
前
九
時
に
、
久
保
田
と
林
が
そ
れ
ぞ
れ
両
新
聞
社
を
出
発
し
、
十
五
日
目
の
二
十
九
日
夕
刻
、
吉
川
と
宇
野
が
帰
着
し
て
終
っ
た
。
東
軍
の
到
着
は
午
後
三
時
五
十
三
分
、
西
軍
は
午
後
四
時
十
六
分
で
あ
っ
た
。
当
日
、
小
田
原
発
の
吉
川
乗
車
の
列
車
へ
、
大
船
駅
か
ら
菊
池
、
久
米
と
と
も
に
乗
っ
た
久
保
田
は
、
午
後
四
時
か
ら
の
歓
迎
会
（
東
日
本
社
大
会
議
室
）
に
臨
ん
だ
。
久
保
田
の
行
程
は
、
東
京
よ
り
一
路
北
海
道
に
渡
っ
て
、
札
幌
か
ら
摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
阿
寒
湖
、
つ
い
で
大
雪
山
系
黒
岳
に
登
り
、
旭
川
、
札
幌
を
経
て
青
森
、
十
和
田
湖
ま
で
来
て
、
第
二
走
手
の
菊
池
寛
を
待
っ
た
。
こ
の
間
、
十
六
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
両
紙
に
八
回
の
通
信
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
［
付
記
］
本
文
中
に
お
名
前
を
記
し
た
方
々
の
ご
教
示
の
ほ
か
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
青
山
学
院
大
学
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
併
せ
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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